
　
宮
崎
県
立
宮
崎
東
高
校
定
時
制
課
程
夜
間
部
に

は
、
過
去
に
不
登
校
を
経
験
し
た
生
徒
や
、
義
務
教

育
段
階
で
の
基
礎
学
力
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
生
徒
、

人
前
で
話
し
た
り
、
他
者
と
協
働
し
た
り
す
る
こ
と

が
苦
手
な
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
入
学
し
て
く
る
。
同

校
の
教
師
た
ち
に
と
っ
て
、
生
徒
が
４
年
間
の
教
育

課
程
を
無
事
に
修
了
す
る
こ
と
が
最
大
の
目
標
で
あ

り
、
進
路
指
導
ま
で
は
十
分
手
を
か
け
ら
れ
ず
、
か

つ
て
は
大
半
の
卒
業
生
の
進
路
が
、
在
学
中
の
ア
ル

バ
イ
ト
の
継
続
と
い
う
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
そ
う
し
た
生
徒
た
ち
が
、「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
を
通
じ
て
「
生
き
が
い
」
を
見
つ
け
、
納
得
い

く
進
路
を
切
り
拓
く
力
を
身
に
つ
け
る
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。
西
山
正ま

さ

三み

先
生
は
、「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
を
、
生
徒
に
不
足
し
て
い
る
経
験
を

取
り
戻
し
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
語
れ
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
土
台
を
築
く
場
だ
と
説
明
す
る
。

　「
不
登
校
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
自
己

肯
定
感
が
十
分
に
育
ま
れ
て
お
ら
ず
、
実
社
会
に
対

す
る
知
識
も
不
足
し
て
い
ま
す
。『
総
合
的
な
探
究

の
時
間
』
を
通
し
て
、
同
級
生
や
様
々
な
社
会
人
と

接
し
、
実
社
会
に
触
れ
、
自
分
を
掘
り
下
げ
る
中
で
、

生
き
が
い
を
見
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
は
週
1
コ
マ
で
、
４

年
間
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
る
（
図
）。
す
べ
て
の
年

次
で
、
①
課
題
の
設
定
か
ら
、
②
情
報
の
収
集
、
③

整
理
・
分
析
、
④
ま
と
め
・
表
現
ま
で
の
探
究
学
習

の
サ
イ
ク
ル
が
回
さ
れ
て
い
る
。

　
１
年
次
の
「
自
分
を
知
る
」
は
、
４
年
間
の
探
究

学
習
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
生
徒
に
と
っ
て
特
に
重

要
な
活
動
で
あ
り
、
特
に
①
の
課
題
の
設
定
に
力
を

割
く
。
前
期
は
、
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て

自
己
分
析
を
行
い
、
興
味
・
関
心
を
掘
り
下
げ
る
。

　「
最
初
は
自
己
分
析
を
ほ
と
ん
ど
書
け
な
い
生
徒

も
い
ま
す
が
、
何
か
１
つ
で
も
書
け
て
い
れ
ば
そ
れ

を
褒
め
、
も
う
１
つ
何
か
書
い
て
み
よ
う
と
声
を
か

け
ま
す
。『
１
つ
し
か
書
け
て
い
な
い
』で
は
な
く
、『
１

つ
書
け
て
い
る
』
こ
と
を
認
め
る
こ
と
で
、
こ
の
時

間
は
安
心
・
安
全
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
生
徒

は
理
解
し
ま
す
。
そ
の
後
の
活
動
に
お
い
て
生
徒
が

自
分
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
く
た
め
に
も
、
教
師
が

生
徒
に
対
し
て
寛
容
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

　
答
え
が
１
つ
と
は
限
ら
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
語

り
合
う
「
哲
学
対
話
（
＊
1
）」
に
も
取
り
組
む
。

　「
最
初
か
ら
全
員
が
活
発
に
意
見
を
言
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
由
に
自
分
の
考
え
を
語
っ
て

よ
い
場
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
生
徒
た
ち
は
次

第
に
話
を
し
始
め
、
互
い
に
心
を
開
い
て
い
き
ま
す
。

他
者
の
意
見
を
聞
い
た
り
、
自
分
の
意
見
を
聞
い
て

も
ら
っ
た
り
す
る
中
で
充
実
感
を
味
わ
い
、
い
ろ
い

「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力が、
これからの大学入試で希望進路を実現するた
めに必要とされることを検証し、そうした力を
生徒に育む教師の指導や支援の
あり方・方法を、実践事例を通じ
てお伝えした 高校版
2021年８月号・特集はこちら

▲

「
自
分
を
知
る
」
探
究
学
習
を
通
し
て

自
己
肯
定
感
を
育
み
、進
路
を
拓
く

宮
崎
県
立
宮
崎
東
高
校
　

定
時
制
課
程
夜
間
部

「マイ・ストーリー」とは、生徒一人ひとりの「自分のこれまでの学びや活動、
その成果や結果に至るまでのプロセス、これからの展望」を指す。
総合型選抜や学校推薦型選抜（以下、推薦型選抜）を始めとするこれからの大学入試に向けて、
「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力を生徒に育む実践事例を紹介する。

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」で

生
き
が
い
を
見
つ
け
さ
せ
る

を語れる生徒を育む進路指導

•
中
学
校
ま
で
に
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て
き
た
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を

高
め
、
社
会
性
を
育
む

•

進
路
目
標
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
に
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を

掘
り
下
げ
、
さ
ら
に
そ
の
視
野
を
社
会
、
進
路
へ
と
広
げ
て
い
く

１年次
の課題

探
究
学
習
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
中
で
、

大
き
く
成
長
す
る
生
徒
た
ち

マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
た
め
の
土
台
づ
く
り

１
年
次

＊ 1　哲学対話については、『VIEW21』高校版 2020 年度４月号・特集「『あり方・生き方』を考える」P.26 〜 27 をご覧ください。
＊ 2　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。
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ろ
な
考
え
に
触
れ
て
多
様
性
に
気
づ
く
中
で
、
社
会

性
が
養
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
経
験
は
、
本
校
の
生

徒
に
は
特
に
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
以
上
の
よ
う
な
活
動
に
よ
っ
て
、
自
分
や
他
者
に

向
き
合
う
準
備
を
し
た
生
徒
た
ち
は
、
５
Ｗ
２
Ｈ

（「W
hen

（
い
つ
）」「W

here

（
ど
こ
で
）」「W

ho

（
誰
が
）」「W
hat

（
何
を
）」「W

hy

（
な
ぜ
）」「H

ow

（
ど
の
よ
う
に
）」「H

ow
 M

uch

（
い
く
ら
で
）」）

の
視
点
か
ら
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
の
考
察
を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
、
発
表
し
、
２
年

次
以
降
の
「
社
会
を
知
る
」、「
進
路
を
知
る
」
活
動

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
４
年
間
経
験
し
た

生
徒
が
、
２
０
２
２
年
度
末
に
卒
業
し
た
。
卒
業
生

が
高
校
生
活
で
の
学
び
を
振
り
返
り
、
在
校
生
に
語

る
講
演
で
は
、「
進
路
選
択
で
迷
っ
た
時
に
、
マ
ン

ダ
ラ
ー
ト
を
使
っ
て
自
分
の
考
え
を
整
理
し
た
」「
自

分
の
得
意
を
自
己
分
析
で
見
つ
け
、
そ
れ
を
生
か
せ

る
資
格
を
取
得
し
、
就
職
に
つ
な
げ
た
」
な
ど
と
、

探
究
学
習
が
進
路
選
択
に
生
か
せ
た
こ
と
を
話
し
た

生
徒
も
い
た
と
い
う
。

　「
資
格
の
取
得
に
挑
戦
す
る
生
徒
が
増
え
た
の
は
、

自
分
の
内
面
に
向
き
合
い
、
将
来
を
考
え
、
今
す
べ

き
こ
と
に
取
り
組
む
力
が
身
に
つ
い
た
か
ら
で
し
ょ

う
。
22
年
度
の
卒
業
生
に
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
継
続

す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
就
職
先
や

進
学
先
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
た
だ
卒
業
す
る
だ
け

の
学
校
か
ら
、
次
の
進
路
に
踏
み
出
せ
る
学
校
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
は
、
探
究
学
習
を
取
り
入
れ
た
学
年
で
、

基
礎
力
診
断
テ
ス
ト（
＊
2
）の
国
語
の
成
績
が
向
上

し
た
。
探
究
学
習
に
お
け
る
ま
と
め
・
表
現
の
経
験
が

効
果
と
し
て
表
れ
た
と
、
西
山
先
生
は
考
え
て
い
る
。 

　「
ど
の
生
徒
も
持
っ
て
い
る
『
伸
び
し
ろ
』
が
い

か
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
か
を
、
探
究
学
習
が
改
め

て
私
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
」

２学年担任

西山正三
にしやま・まさみ

教職歴 24 年。同校に赴任して４年目。理科。
前任の宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校で探究
学習に長くかかわる。

ウェブオリジナル記事では、1年次の哲学

対話の様子や、進路の目標を見つけた生

徒のエピソードなどを紹介！（右記の２次

元コードを読み込み、ま

たはクリックしてアクセス）

宮崎県立宮崎東高校 定時制課程夜間部の探究学習

１年次 自分を知る
自分の興味・関心を探り、自分について理解を深め
ることを目標とする。思考ツールを使った自己分析や、
哲学対話などを経て、自分の興味のあるテーマについ
ての考察をスライドにまとめて発表する。

２・３年次 社会を知る
「自分」から「社会」へと視野を外に広げ、自由
にテーマを設定し、探究学習に取り組む。

３・４年次 進路を知る
自分の興味・関心などを踏まえて、今後の進路
を考える。面接や志望理由書の指導も行う。

学校概要

◎設立　 1974（昭和 49）年
◎形態　定時制（昼間・夜間）、通信制／
普通科／共学　
◎生徒数　１学年約 20 人（定時制夜間）
◎2021年度進路実績（現役のみ）　4 年
制大には、千葉商科大、南九州大、宮崎
産業経営大に 4 人が合格。短大・専門学
校進学 7 人。就職 4 人。

マンダラートやマインドマップで
自分を掘り下げる
1 学期の探究学習の多くは、思考ツール
を使った自己分析に充てる。じっくりと自
分と向き合わせることで、少しずつ自分の
興味・関心を言語化できるようになる。

専門家を招いた
哲学対話を開催
東京大学大学院総合文化研究科の梶谷
真司教授をファシリテーターに招いた哲
学対話を例年実施。22 年度はオンライ
ンで 3 コマ、対面で 1コマ開催した。

様々な外部講師と
語り合う機会をつくる
探究学習の専門家など、多様な外部講
師を招いて講演会を実施。生徒が自身の
探究テーマについて講師に直接相談でき
る時間も設けた。

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

※学校資料を基に編集部で作成。

Future

Past

Cu
rre
nt

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

 高校版  2023 April51

0-01-J-23270-099 2023 年度 VIEW next 高校版 4 月号 
とばし加工 PDF 作成 51 頁 ＣＭ

ＹＫ
新
組

04/25
伊丹 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
− 0-01-J-23270-001 2023 年度 VIEW next 高校版 4 月号 50 頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校

03/23
伊丹 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P50-51_view-next-koukou-4g.indd   51P50-51_view-next-koukou-4g.indd   51 2023/04/25   16:052023/04/25   16:05

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article14677/?s_oid=s002

